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父、農業に従事する母 小学生の弟二人と暮らす。水頭症の彼女は学校に通 ていない。少し前に頭痛、お会いした時点では手足に痛みがあるとのことだった。ソアンさんの母の姉は枯葉剤被災者に認定されている。家で一日を過ごすソアンさんはテレビを観るのが好きである。心配なのは両親が年老いた後、誰もケアしてくれる人がいないこと。学校に通い、職業技術を身 つけることを願っている。
ニャンさんは一〇代後半の男性。母、末
の弟、の三人で暮らす 学校 は通っ いない。父とすぐ下の弟はホーチミン市にいる。父方の祖父はベトナム戦争に参加し枯葉剤に被災した。母親が心配しているのは両親が老いた後、障害を持つニャンさんを誰が養護するのかという 。そし 、治癒を願ってい
オンさんは五〇代前半の男性。行政村の












代後半の男性。母、兄嫁、甥夫婦とその子供と共に高床式住居で暮らす。魚網の作成が仕事で、一五日かけてひ つの網を編むベトナム戦争では中部北方地域で戦闘 参加した。戦地から帰郷後に背中 両脚に異常が出、歩行困難になった。枯葉剤被災者の認定を申請中であった。心配なのは老後の生活。脚の治癒を願っている。
タップさんは五〇代前半の男性。ベトナ











ト教徒で農業を営む母と二人で暮らす。枯葉剤被災者と認定されている 消息不明の父親が枯葉剤に被災していた 考えらいる。家の床に座り、四角柱の木片を手にして一日を過ごす。 「今心配なことは」との問いに母親は沈黙を守った。母親はキリスト教神父の訪問を願っている。
クイさんは一〇代後半の男性。両親、兄、
妹と暮らしている。重度の脳性まひで枯葉剤被災者と認定されている。父はベトナム戦争中、南部東方地域で戦闘に参加し、枯葉剤に被災した。クイさんは 家のベッドで過ごす。両親が心配な は、日増しに弱くなるクイさんの体 ことと、自らが老いた後のクイさんの養護 題。国からの扶助金の増額を願っている。
ビックさんは中学に通う一〇代の女性。
脚が不自由であるが、ゆっくり 歩くことはできる。両親、祖母、兄と暮ら 友人が多く、何かあった場合には助けてくれる。心配なのは将来の仕事のこと。目下、学業の継続を望んでいる。現状では移動に使える「車」があればと願っている。
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リズミカルに小気味いい音を響かせる村の鍛冶屋さん
ビンザン（平民食堂）からの一望
家族で。父親と娘さん２人は枯葉剤被災者に認定されている
